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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２８年９月２９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２８年４月８日 ０９時０５分ごろ 

発生場所 大分県国東
くにさき

市大分空港北東方沖 

 国東港田深沖防波堤東灯台から真方位１０７°７.８海里（Ｍ）付

近 

 （概位 北緯３３°３２.０′ 東経１３１°５３.３′） 

事故の概要  漁船明福
めいふく

丸は、えい
．．

網しながら北進中、火災が発生した。 

 明福丸は、操舵室等に焼損を生じた。 

事故調査の経過  平成２８年４月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等  

 

漁船 明福丸、４.９９トン 

ＯＴ３－８５２８（漁船登録番号）、個人所有 

 １０.８０ｍ（Lr）×２.７４ｍ×０.７７ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、漁船法馬力数１５、昭和５４年３月５日 

 乗組員等に関する情報 操縦者 男性 ７５歳 

 旧二級小型船舶操縦士 

  免許登録日  昭和５１年７月９日 

  平成１３年１２月２４日をもって失効していた。 

 死傷者等 なし 

 損傷 操舵室及び前部上甲板に焼損（全損） 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北北西、風力 ２、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 事故の経過 本船は、操縦者が１人で乗り組み、大分空港北東方沖を約３ノット

の対地速力でえい
．．

網しながら北進中、操縦者が船尾甲板の左舷側でネ

ットローラを使用して引き綱の長さを調整していたところ、平成２８

年４月８日０９時０５分ごろ、ボンという音と共に機関室囲いに設置

されていた窓ガラスが割れて黒煙が噴出した。 

操縦者は、操舵室に入って無線で僚船に火災が発生した旨を連絡

し、続いて同室内に置いてあった持運び式粉末消火器で消火を試みよ

うとしたが、機関室からの黒煙と炎が操舵室内に入ってきて、慌てて

いたので同消火器を取り損ねて消火活動を行うことができず、風上の
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船尾部に避難したのち、来援した僚船に救助された。 

本船は、来援した巡視艇による消火活動で鎮火したものの、船尾部

を残して船体が水没した状態で、大分県杵築市守
もり

江
え

港まで僚船によっ

てえい
．．

航され、のちに陸揚げのうえ解撤処理された。 

（付図１ 事故発生場所概略図、写真１ 本船のえい
．．

航状況、写真２  

本事故後の機関室状況（船首側から）、写真３ 本事故後の主機焼

損状況１（船首側から）、写真４ 本事故後の主機焼損状況２（右

舷側から） 参照） 

 その他の事項 本船は、船体中央部に操舵室が設けられ、その下方に機関室が配置

されており、本事故後、操舵室が消失して機関室がむき出しの状態で

陸揚げされた。 

船体の損傷状況は、操舵室前方の上甲板の焼損が激しかったもの

の、魚倉等の各区画内部及び操舵室後方に焼損はほとんどなかった。 

機関室の損傷状況は、主機の右舷側に設けられた給気管及び清水冷

却器カバーの焼損が激しかったものの、主機の下部及び機関室後方に

設置された燃料タンクに焼損はほとんどなかった。 

操縦者は、出港前に機関室内の点検を行ったが、燃料油及び潤滑油

の漏えい
．．

、異臭等を認めなかった。 

本船は、平成２７年６月ごろ主機のクランク軸が折損したが、それ

以後、故障等の発生はなかった。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

 本船は、大分空港北東方沖をえい
．．

網しながら北進中、機関室から出

火したものと考えられる。 

本船は、操縦者が出港前に機関室内の点検を行い、異常がないこと

を確認しており、また、焼損状況が激しいことから、出火に至った状

況を明らかにすることはできなかった。  

操縦者は、小型船舶操縦免許証が失効していたことから、本船の操

縦を行ってはならなかった。 

原因 本事故は、本船が、大分空港北東方沖をえい
．．

網しながら北進中、機

関室から出火したことにより発生したものと考えられる。 

参考 

 

今後の同種事故等の被害の軽減に役立つ事項として、次のことが考

えられる。 

・機関室には、天井等に船舶用自動拡散型粉末消火器を設置するこ

とが望まれる。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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写真１ 本船のえい
．．

航状況 

 

 

船尾が浮いた状態の本船 

 

  

写真２ 本事故後の機関室状況（船首側から） 
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写真３ 本事故後の主機焼損状況１（船首側から） 

 

 

 

 

写真４ 本事故後の主機焼損状況２（右舷側から） 
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